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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
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２：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「子どもた
ちにとって分かりやすい授業を
している。」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、２0％以上
であった。

３：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「子どもた
ちにとって分かりやすい授業を
している。」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、３0％以上
であった。

４：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「子どもた
ちにとって分かりやすい授業を
している。」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、４0％以上
であった。
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４：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「基礎学力
がついている」に対して「よくあ
てはまる」のA評価が、４０％以
上であった。

3：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「基礎学力
がついている」に対して「よくあ
てはまる」のA評価が、３０％以
上であった。

2：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「基礎学力
がついている」に対して「よくあ
てはまる」のA評価が、２０％以
上であった。

1：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「基礎学力
がついている」に対して「よくあ
てはまる」のA評価が、２０％未
満であった。

４：保護者や地域の方による学
校評価アンケート「基礎体力が
ついている」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、４０％以上
であった。

２：保護者や地域の方による学
校評価アンケート「基礎体力が
ついている」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、２０％以上
であった。

１：保護者や地域の方による学
校評価アンケート「基礎体力が
ついている」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、２０％未満
であった。

３：保護者や地域の方による学
校評価アンケート「基礎体力が
ついている」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、３０％以上
であった。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームページ
等で公開及び更新することにより、積極的に情
報を発信する。
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学校・家庭・地域の果
たすべき役割や責任
を明らかにするととも
に相互の連携を深
め、地域とともに子ど
もを育てる仕組みを
つくります。
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４：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「学校は、
子どもたちの成長を家庭と連
携して取り組んでいる」に対し
て「よくあてはまる」のA評価
が、３０％以上であった。
３：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「学校は、
子どもたちの成長を家庭と連
携して取り組んでいる」に対し
て「よくあてはまる」のA評価
が、２０％以上であった。
２：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「学校は、
子どもたちの成長を家庭と連
携して取り組んでいる」に対し
て「よくあてはまる」のA評価
が、１0％以上であった。
１：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「学校は、
子どもたちの成長を家庭と連
携して取り組んでいる」に対し
て「よくあてはまる」のA評価
が、１０％未満であった。
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家庭学習や読書の習慣化、生活規範意識
の向上、読書等について、家庭との連携を
密にする。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力
を生かした特色ある教育活動を実践する。

大項目 取組内容

子ども一人ひとりの
健全な自己肯定感・
自己決定力を高め、
未来への希望に満ち
た豊かな人間性を育
みます。

豊
か
な
心
を
育
む

３：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「挨拶をし
ている」に対して「よくあてはま
る」のA評価が、２0％以上で
あった。

学
力
向
上

東京ベーシックドリルの正答率を高める。

成果
評価

これまでの取組
及び

今後の改善策
目標 目標に対する成果指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果
よりストレス症状のみられる児童・生徒に対して
組織的に対応する。

教員の指導力向上、
施設の整備や講師・
支援員の配置などの
学校サポート体制の
充実に取り組み、学
習環境の向上を図り
ます。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任
教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施し
OJTを充実させる。

　児童・生徒一人ひと
りの学ぶ意欲を高
め、確かな学力を定
着させます。

子ども一人ひとりの
身体活動量を増加さ
せて意欲や気力の元
となる総合的な体力
を育みます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善
に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機
器を活用した授業を実施する。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践す
る。

給食指導及び教科等における指導を通して、食
生活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進
する。

読み聞かせボランティア、図書ボランティア、外
国語活動やオリ・パラ等の教育活動で、保護者
や地域・関連機関の活用を充実させる。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、指
導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェックシート
で児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体力向上モデル校として、体力向上の取り組み
を実施する。（体育朝会・休み時間の活性化・
公開講座の取組等）

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒
に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都
及び区の資料を活用した授業等を行う等道徳
指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通し
て、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活
習慣についての意識啓発を行う。

２：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「挨拶をし
ている」に対して「よくあてはま
る」のA評価が、１0％以上で
あった。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未
然防止、早期発見等のための取組を実施す
る。

あいさつ運動推進の取組を全学級実施した上
で児童ボランティアを推進する。

４：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「挨拶をし
ている」に対して「よくあてはま
る」のA評価が、３0％以上で
あった。

小中一貫による教育の視点に立った生活指導
の充実により、社会のルールや学校のきまりな
どを守ろうとする意識を高める。

１：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「子どもた
ちにとって分かりやすい授業を
している。」に対して「よくあて
はまる」のA評価が、２０％未満
であった。

・学習指導講師の人数も増やし、一人一人に合っ
た学習内容に取り組んでいると思います。評価は
もっと上でもよいような気がします。
・外国語活動の授業がとても楽しそうでよかった。
毎回、参観が楽しみです。
・入四タイムや補習を通じて、基礎学力をつける
機会を設けていると思います。電子機器の発達で
覚えることが疎かになりがちなので、九九や漢字
など基礎学力をしっかり身に付けらるよう、反復
的な学習をする時間を設けてください。
・補習の全児童対象化について、連絡が遅れた。

「よくあてはまる
（A）」の評価では
26%であった。肯定
評価（A+B）のの数
値は83.6％であっ
た。学校において
は、補習の時間を
確保して努力して
いるが、結果とし
て、基礎学力がつ
いてきていること
を、保護者、地域
に理解していただ
く方法を改善して
いく必要がある。ま
た、教職員の指導
力を高める研修を
行ったり、国語や
算数などで、基礎
学習をしている授
業などを積極的に
公開していきた
い。

１：保護者や地域の方による学
校評価アンケートの「挨拶をし
ている」に対して「よくあてはま
る」のA評価が、１０％未満で
あった。

「よくあてはまる
（A）」の評価では２
２．６％であった。
肯定評価（A+B）の
の数値は８２．２％
である。「よくあて
はまる（A）」は昨年
度２３．７％より下
がった。学校では、
挨拶を推進する取
り組みを行ってい
るが、さらに挨拶
ができる児童を増
やすための取り組
みを考えていく。

「よくあてはまる
（A）」の評価では３
５．６%であった。肯
定評価（A+B）のの
数値は、８７．７％
である。「よくあて
はまる（A)」評価を
高めるためには、
新体力テストで成
果を出せる持久力
などの項目に力を
入れるように、学
校での取り組みを
考えていく。

「よくあてはまる
（A）」の評価は５
４．８%であった。教
職員の指導力向
上のために、OJT
を推進し、授業改
善セミナー等の研
修の成果とも思わ
れる。また、普通
教室に電子黒板が
入ったり、タブレッ
ト端末が導入され
たりと、ICT環境が
整備されたので、
高く評価された。今
後も積極的に研修
や研究を重ねてい
けるようにしてい
く。

「よくあてはまる
（A）」の評価では４
９．３％であった。
地域力が高く、学
校教育活動に大変
協力的である。地
域だけでなく家庭
の教育力を上げて
いけるように、取り
組みを考えていく。

・「道徳科」になっても授業の充実が最も大切で
す、道徳の授業が「ねらいに照らして子供一人一
人が自分の生き方（過去の体験、現在の思い、将
来の希望）について、深く考える営み」であること
は必要です。
　教材を大切にしていくことで子供たちの「主体
的、対話的で深い学び」が増幅されます。教科書
にできることですし、教材研究定時の工夫を大切
にして下さい。
「特別な教科」である道徳科の教科書は「載って
いるもの全部こなさなくてはならない」のではなく
て、補助教材。都の資料集などの活用が大切で
す。要は。全体計画、年間計画の充実とかかわり
ます。
・この地域では一番明るい学校ではないかと思い
ます。朝の挨拶運動、地域の方と一緒に子供のこ
とが大好きな方ばかり。子供の挨拶も立派です。
　問題行動に対しても一早く取り組み、早期解決
につなげていることが分かります。素晴らしいで
す。
・すべてとても良い取り組みができていると思いま
す。継続を望みます。
・学校公開時の道徳授業は各学年とも興味深い
内容でした。クラス運営などを通じて、日常的にも
心を育てる教育をさらに進めてください。
　学校を離れた場所では、確かに児童の挨拶が
少ないように感じます。校門での挨拶運動だけで
なく、挨拶しやすくなるよう保護者や地域の工夫も
必要かもしれません。

・体力向上モデル校として、素晴らしい取り組みを
されていると思います。評価は4でも十分適切で
あると思います。
・「早寝・早起き・朝ごはん」保護者の方に浸透で
きたのではないでしょうか。給食はおいしいです。
工夫されています。
　マラソン大会、持久走、みんな頑張りました。町
も元気になるのではないでしょうか。子どもの顔
がよかった。
・入四マラソン大会の実施などで体力向上の取り
組みを図っているのは、よいことです。給食も子
供たちが興味をもつような工夫がされていて、と
ても良いです。規則正しい生活は、第一義的には
家庭の役割ではありますが、「時間」を自己管理
できるような啓発を、学校でもさらに進めていただ
ければと思います。

・保護者、地域も積極的に協力し全体で学校を盛
り上げていると思います。
・先日の授業参観、5年生、アルソックの方が指
導。スマホのこと。子どもたちもイキイキ感心して
しまいました。先生以外の方が教えてるとお行儀
よくまた、しっかりと質問していい授業でした。ほと
んどの子がスマホをもっているのでびっくりしまし
た。
・体育・健康教育授業地区公開講座をはじめ、オ
リ・パラに関する教育活動に引き続き力を入れて
いる様子が伝わってきます。「ワールドカフェ」や
アクティブラーニング的な手法については、私の
専門でもありますので、必要があればご相談くだ
さい。　ＩＣＴ機器を使って視覚的にイメージを伝え
ることで、子供たちに勉強への興味をもてるよう
に、さらに進めてください。

・スクールサポートや地域との連携は素晴らしく、
よく活用されていると思います。
・いろいろな家庭がある中で、子どもに目を向けて
いない家庭があるのは残念ですが、学校の支援
のすばらしさに頭が下がります。
・ホームページや学校だよりなどで、学校の様子
を伝える努力をされていると思います。入四マラソ
ン大会にも多くの保護者がボランティアとして参
加するなど、家庭と学校の信頼関係があると感じ
ます。

本校は、児童３８３名の中規模小学校です。本校のよき伝統と校風を継承しつつ、時代の移り変わりとともに新しい時代のニーズに

あった改善を行い、「知」「徳」「体」のバランスのとれた「生きる力」を育成する新たな入四小の教育活動を創造していきます。

今年度の校内研究は、「学び合い、高め合い、深め合う 入四の子〜２０２０オリ・パラに向けて〜」と題して、児童のかかわり合いの活動

の中で体育・外国語活動・道徳・音楽を通して研究を進めていきます。また平成２９年度体力向上モデル校として、『体育・健康教育授業地


